
 

 技別 13.1－1  

 

技術的条件集別表１３．１（ＴＣ仕様 網内信号部）の記述に関する留意事項 

 
１．本別表は当社網と特定端末系事業者及び特定中継事業者網間に適用します。当社網と他の事業
者網との間では、適用できない場合があります。 
 

 
２．本別表では、技別１３の規定とＩＴＵ－Ｔ勧告１９８８年版の規定に差分がある場合につい
てのみ、その具体的内容を記述している。ただし、ダイアログ部については、本別表では、使
用しないが、技別１３においてもダイアログ部はオプションであるため、差分としては記述し
ていない。以下に技別１３の規定に準拠した事項及び、技別１３の規定との間に差分がある事
項の表記方法を示す。 
 

       １）本別表の規定が技別１３の規定に準拠している事項 

             【技別１３に準拠する】 
 

       ２）本別表で規定しているが、技別１３では規定していない事項 

              ▼       ～本別表規定の記述～      ▲ 

             【技別１３では▼▲を規定していない】 

 

       ３）本別表の規定と技別１３の規定が異なる事項 

              ▼       ～本別表規定の記述～      ▲ 

             【技別１３では▼▲の規定が異なる】 

 

     ４）本別表では規定していないが、技別１３では規定している事項 

             【技別１３では▽△を規定している】 

        ▽       ～本別表規定の記述～      △ 

              

       ５）本別表でも技別１３でも規定していない事項 

         【規定していない】 

             
３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、技別１３の内容に準拠している。 
 
４．本別表のセクション番号は、基本的にはＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。 
 
５．本別表は形態、分類にまたがる共通的な事項について記述しており、各形態・分類に閉
じて特記する必要がある事項については、その旨を技術的条件集本文中に記述している。 
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ＮＴＴ－Ｑ７７１-１ トランザクション機能の機能内容 

 

１．序論  【技別 13 に準拠する】 

２．概要   

２．１ 用語【技別 13 に準拠する】 

２．２ ＴＣの構成【技別 13 に準拠する】 

２．３ コネクションレス網サービスに基づくＴＣ 

２．３．１ コンポーネントサブレイヤにより提供されるサービス 

２．３．１．１ コンポーネント【技別 13 に準拠する】 

２．３．１．２ ダイアログ【技別 13 に準拠する】 

 

２．３．１．２．１ 非構造ダイアログ【技別 13 に準拠する】 

※但し、ＴＣユーザが、任意の時点で起動するオペレーションの最大数は、使用可能な起動ＩＤによる。 

       

２．３．１．２．２ 構造ダイアログ【技別 13 に準拠する】 

 

２．３．１．３ コンポーネントの相互関係 

  コンポーネントサブレイヤは、次の機能を提供する。 

- オペレーションとその応答の関連づけ 

【技別 13 では、▽△を規定している】 

 起動したオペレーションを明確に識別するための起動ＩＤが、起動したオペレーションの応答を含めて

戻される。▽ＴＣユーザは、随時、複数のオペレーションを起動することができる。起動できるオペレー

ションの最大数は、そのＴＣユーザが起動したオペレーションに対して重複することなく付与できる起動

ＩＤの数に従う。 

 起動したオペレーションの応答として、他のオペレーションの起動が応答側から成された場合、起動側

から送付した起動ＩＤは、応答側から起動されたオペレーションが起動側から起動されたオペレーション

と関連していることを示す、関連ＩＤとして返送される。△ 

 ４つのオペレーションのクラスが存在する。 

  クラス１ ： オペレーションの成功と失敗の双方が通知される。 

  クラス２ ： オペレーションの失敗のみが通知される。 

  クラス３ ： オペレーションの成功のみが通知される。 

  クラス４ ： オペレーションの成功も失敗も通知されない。 

 必要ならば、ＴＣユーザは、成功の応答をセグメント化する。さらに、その応答前に、いくつもの関

連オペレーションが送付されてもよい。 

応答は、 

- 成功を示す、結果応答 

- 失敗を示す、エラー応答 

- オペレーションが実行できなかったことを示す、拒否 

 オペレーションを実行する上で何がオペレーションの成功であり何が失敗であるかはアプリケーション

プロトコルの設計者により決定される。 
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【技別 13 では、▽△規定している】 

 拒否コンポーネントを除くどのコンポーネントも、拒否の対象となりうる。応答が拒否となった場合、

そのオペレーションに関連するオペレーションは終了となる。関連先オペレーション（関連ＩＤを使用し

たオペレーション）が拒否となった場合、関連ＩＤの示す関連元のオペレーションは、なんらの影響も受

けない。▽セグメント化された結果の１つが拒否された（結果応答（途中）コンポーネントの拒否）場合、

それに引き続くセグメント化された結果は拒否され、かつ、結果全体が拒否される。△ 

  － 異常状態の処理 

 コンポーネントサブレイヤは、コンポーネントに関するいくつかの異常状態の処理をする。 

   － コンポーネント拒否 ： コンポーネントサブレイヤが、正しくないフォーマットのコンポ 

     ーネントを受信した場合、または、オペレーションの起動・応答の送受のルールに反するコ 

     ンポーネントを受信した場合、この事象がＴＣユーザに通知される。 

   － オペレーションのタイムアウト ： コンポーネントサブレイヤが、クラス１、２または３ 

     のオペレーションについて、その最終の応答を一定時間（この時間はアプリケーションのレ 

     ベルで規定され、オペレーションごとに値が定まる）内に受信しないことを検出した場合、 

     そのコンポーネントサブレイヤは関連する起動ＩＤを開放し、この事象をＴＣユーザに通知 

     する。なお、オペレーションのタイムアウトは、クラス１のオペレーションの場合のみ、異 

     常状態ということになる。また、クラス４のオペレーションのタイムアウトの通知は、ロー 

     カルマタ－である。 

   － 起動のキャンセル ： ＴＣユーザは、起動したオペレーションの起動ＩＤを開放し、この 

     ＩＤを利用して、開放したオペレーションに関する応答を無視することができる。 

 

２．３．１．４ エラー処理【技別 13 に準拠する】 

２．３．２ トランザクションサブレイヤにより提供されるサービス【技別 13 に準拠する】 

２．３．２．１ 非構造ダイアログ【技別 13 に準拠する】 

 

２．３．２．２ 構造ダイアログ【技別 13 に準拠する】 

※但し、次の機能を規定する。 

- トランザクション確立を行わない情報転送   

 

３．コネクションレスネットワークサービスに基づいたＴＣにより提供されるサービス 

３．１ コンポーネントサブレイヤ 

 

３．１．１ コンポーネントサブレイヤプリミティブの概要 【技別 13 に準拠する】 

※但し、「ＴＣ－結果－ＮＬ」プリミティブは規定する。「ＴＣ-通知」及び「ＴＣ-タイマ-リセ  

 ット」は規定しない。 

 

３．１．２ ダイアログ処理【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．１ パラメータの定義【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．２ ダイアログ機能【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．２．１ 非構造ダイアログ【技別 13 に準拠する】 
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３．１．２．２．２ 構造ダイアログ 

  構造ダイアログファシリティはＴＣユーザに、ダイアログの開始、オプションのアプリケーションコン

テキストとユーザ情報の交換、ダイアログ内でのコンポーネントの交換、ダイアログの終了やダイアログの

アボートを行うことを可能とする。▼トランザクション内のトランザクションＩＤは、関連するトランザク

ションメッセージ間のユニークなアソシエーションを提供する。▲ 

【技別 13 では▼▲を規定していない】 

３．１．２．２．２．１ ダイアログの開始【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．２．２．２ ダイアログの確認【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．２．２．３ ダイアログの継続【技別 13 に準拠する】 

３．１．２．２．２．４ ダイアログの終了 

 ＴＣユーザがダイアログ終了するために３つの形態が提供される。 

(1)プリアレンジド終了 

(2)基本終了 

(3)ＴＣユーザによるアボート 

正常ダイアログ終了（最初の２つの形態）は表３－７／ＮＴＴ－Ｑ７７１-１に記述されているように、「Ｔ

Ｃ-終了」要求と指示プリミティブを使用する。「ＴＣ-終了」要求プリミティブ内の「終了」パラメータ

はダイアログの終了にどの形態が使用されているかを示す。 

 

表３－７／ＮＴＴ－Ｑ７７１-１ ＴＣ－終了プリミティブ【技別 13 に準拠する】 

 

（a）プリアレンジド終了【技別 13 に準拠する】 

（b）基本終了【技別 13 に準拠する】 

（c）ＴＣユーザによるダイアログのアボート 

   ＴＣユーザは保留中オペレーションの起動を考慮に入れることなく直ちにダイアログの終了を要 

  求することができる（アボート）。ＴＣユーザによって提供されたアボートは、そのダイアログの全 

  ての保留オペレーションを終了させる。その場合、ＴＣユーザはアボートの原因や診断情報を示すエ 

  ンド-エンド情報を提供してもよい。この情報は分析されることなくＴＣによって転送される。 

   ダイアログが確立される前（すなわち、最初の「ＴＣ-継続」の前）に、ダイアログ開始者によっ 

  て提示されたアプリケーションコンテキスト名がサポートできないという理由で、ＴＣユーザはダイ 

  アログをアボートすることができる。この場合、アボートは、ダイアログ開始者に、同じ目的で他の 

  ダイアログを開始するために使用できる別のアプリケーションコンテキスト名を指示してもよい。 

   「ＴＣ-Ｕ-アボート」要求と指示プリミティブはＴＣユーザによるアボートを示すために使用され 

  る。これらのプリミティブを表３-８／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１に示す。 

▼表３-８／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ 

ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ：ＴＣ-Ｕ-アボート  
パラメータ 

要求 指示 

ダイアログＩＤ Ｍ Ｍ 

ユーザアボート情報 Ｏ Ｏ（＝） 

                               ▲ 



                                    ＮＴＴ－Ｑ７７１-１ 技別 13.1－5

【技別 13 とは▼▲の規定が異なる】 

 

３．１．３  コンポーネント処理 

３．１．３．１ パラメータの定義  【技別 13 に準拠する】 

３．１．３．２ オペレーション起動【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．３．３  成功報告【技別 13 に準拠する】   

※但し、「ＴＣ－結果－ＮＬ」プリミティブは規定する。表３-１１／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ 成功報

告プリミティブの注 1 は規定しない。 

 

３．１．３．４ 失敗報告【技別 13 に準拠する】  

※但し、不成功の報告は最終応答であることを規定している。 

 

３．１．３．５ ＴＣユーザによる拒否 【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．３．６ オペレーションの取消  

 取消機能は、対応するオペレーションの起動を終了する。それは、ＴＣユーザ又は、コンポーネントサブ

レイヤによるタイマ満了通知により要求することができる。両方のケースにおいて、それはローカルな効果

しか持たない。相手側には、通知しない。 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 コンポーネントサブレイヤは、クラス１、２、３オペレーションに対応するタイマが満了したことをＴＣ

ユーザに通知するのに、取消機能を使用する。「ＴＣ-Ｌ-取消」指示プリミティブが、この目的に使用され

る。タイマは、全てのクラスに対して起動される。しかし、クラス４オペレーションへの報告はインプリメ

ントによる。▽クラス１のオペレーションでは、タイムアウトは異常な状態である。クラス２、３、４のオ

ペレーションでは、タイムアウトは正常な状態である。△ 

 ＴＣユーザは、取消決定をローカルなコンポーネントサブレイヤへ通知することに「ＴＣ-Ｕ-取消」要求

プリミティブを使用する。コンポーネントは送出されない。 

 

表３－１４ ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ ＴＣ-取消プリミティブ【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．３．７ オペレーション起動のリセット 【規定しない】 

３．１．３．８  メッセージ内コンポーネントのグループ化 【技別 13 に準拠する】 

３．１．４ 異常状態  

 

３．１．４．１ コンポーネントサブレイヤによるコンポーネントの拒否 

 受信したコンポーネントが不正であることを検出した時、コンポーネントサブレイヤは「ＴＣ-Ｌ-拒否」

指示プリミティブにより、ローカルＴＣユーザに通知する。このプリミティブは、不正なコンポーネントの

保留を避けるための十分な情報と共に、拒否理由（問題コードパラメータ）を示す。可能な限り、コンポー

ネント種別とコンポーネントＩＤ（起動ＩＤもしくは関連ＩＤ）が示される。さもなくば、「一般問題」理

由が示される。 
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 この情報はＴＣユーザに引き渡され、そしてまた、コンポーネントサブレイヤ内に保留され、拒否コンポ

ーネントの生成に使用される。 

 どんなコンポーネント種別も拒否できる。拒否されるコンポーネント自身が拒否コンポーネントとして識

別された場合、拒否は完全にローカルである。拒否されるコンポーネントが起動、結果応答、エラー応答コ

ンポーネントが識別されたとき、全ての対応するオペレーションは終了と見なされる。それが、関連先オペ

レーション（関連ＩＤを使用したオペレーション）の時、この関連先オペレーション（関連ＩＤを使用した

オペレーション）は終了される。しかし、関連ＩＤの示す関連元オペレーションは影響されない。 

 構造ダイアログの場合、コンポーネントサブレイヤによる拒否が通知された時、ローカルＴＣユーザは、

もしダイアログが通信中のままならコンポーネントの交換を続けることを決定できる。その場合、相手ＴＣ

ユーザは、ローカルＴＣユーザが、次のダイアログ制御プリミティブを発行した時、拒否コンポーネントを

通して通知される。 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 ▽相手ＴＣユーザは、「ＴＣ-Ｒ-拒否」指示プリミティブを通して拒否コンポーネントを受信する。 

 非構造ダイアログの場合、コンポーネントサブレイヤが片方向メッセージ内の不正コンポーネントを検出

した時、ＴＣユーザは、「ＴＣ-Ｌ-拒否」指示プリミティブにより通知される。コンポーネントサブレイヤ

は、ＴＣユーザがこのことを相手ノードに通知することを選択した場合だけ、拒否コンポーネントを生成し、

送出する。この場合において、ＴＣユーザは、拒否コンポーネントの転送を行う「ＴＣ-片方向」要求プリミ

ティブを発行する。△ 

 コンポーネントサブレイヤが生成した拒否コンポーネントとＴＣユーザから蓄積されたコンポーネントが

結合した結果、メッセージ長制限を越えた場合、拒否コンポーネントを知っているユーザは、２つのダイア

ログ処理プリミティブを、起こさなければならない。長さ制限の問題を知っているコンポーネントサブレイ

ヤもまた、拒否を除く全てのコンポーネントを最初のプリミティブで送出する。拒否は、ＴＣユーザから提

供される後続のコンポーネントと共に、次のダイアログ処理プリミティブで送出される。 

 表３-１５／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１にＴＣコンポーネント拒否に関連して使用されるプリミティブを示す。 

 

表３-１５／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ コンポーネント サブレイヤ拒否プリミティブ【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．４．２ ダイアログアボート【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．５ コンポーネント状態と状態遷移図  

 与えられたコンポーネントＩＤに対して、コンポーネント相互関係はオペレーション起動側のみ発生する。

このＩＤに対して、コンポーネント状態と状態遷移図が起動側のみ定義される。他方の側では起動の中の、

コンポーネントＩＤ、又は関連ＩＤの値をそのまま返す。 

 以下の状態が定義される。 

(1)空【技別 13 に準拠する】 

(2)オペレーション保留中【技別 13 に準拠する】 

(3)オペレーション送出中 

【技別 13 では▽△を規定している】 

オペレーションが相手側に転送されているが、結果が受信されてない。▽オペレーション起動に対応

するタイマ（「タイムアウト」パラメータの値を持つ）は、「空」から「オペレーション送出中」へ
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遷移が起こった時に起動される。△ 

(4)拒否待【技別 13 に準拠する】 

(5)拒否保留中【技別 13 に準拠する】 

図３－２／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス１オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－３／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス２オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－４／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス３オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－５／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス４オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

※但し、「拒否保留中」状態は規定しない。 

 

３．１．６ コンポーネントサブレイヤのトランザクションサブレイヤ上へのマッピング  

【技別 13 に準拠する】 

３．２ トランザクションサブレイヤ 

 

３．２．１ トランザクションサブレイヤプリミティブの概要 

表３－１７／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１にＴＲユーザとトランザクションサブレイヤ間のプリミティブの

概要を示す。これらのプリミティブとそのパラメータの詳細に記述については次節以下に示す。個々の

プリミティブに対応する節番号を表３－１７／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１に示す。 

 

表３－１７／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ トランザクションサブレイヤに対するプリミティブ 

【技別 13 に準拠する】 

※但し、「ＴＲ-通知」プリミティブは規定しない。 

 

 パラメータの定義： 

(1)サービス品質【技別 13 に準拠する】 

(2)着アドレス【技別 13 に準拠する】 

(3)発アドレス【技別 13 に準拠する】 

(4)Ｐ-アボート【技別 13 に準拠する】 

(5)トランザクションＩＤ【技別 13 に準拠する】 

(6)終了【技別 13 に準拠する】 

(7)ユーザデータ【技別 13 に準拠する】 

(8)理由報告【規定しない】 

 ▼(9)ユーザアボート情報 

  ＴＲユーザアボートに関連する情報を含む。▲【技別 13 では▼▲を規定していない】 

 

３．２．２ 非構造ダイアログによる情報転送【技別 13 に準拠する】 

３．２．３ トランザクション開始【技別 13 に準拠する】 

３．２．４ トランザクション継続 

３．２．４．１ トランザクションの確認【技別 13 に準拠する】 

３．２．４．２ トランザクションの継続【技別 13 に準拠する】 
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３．２．４．３ 状態遷移 

 トランザクションの継続に関連した状態遷移は、図３－７／ＮＴＴ-Ｑ-７７１-１に示される。状態Ａ（起

動中）は、トランザクションが相手側に受け付けられたことを示す。トランザクションは両方向にメッセー

ジ交換を行うことが出来る。状態Ａはダイアログとトランザクション両方に適用される。 

 

        ▼ 

 

図３－７／ＮＴＴ-Ｑ-７７１-１ ＴＲ-継続状態遷移▲ 

【技別 13 では▼▲の規定が異なる】 

 

３．２．５ トランザクション終了【技別 13 に準拠する】 

３．２．５．１ プリアレンジド終了【技別 13 に準拠する】 

３．２．５．２ 基本終了【技別 13 に準拠する】 

 

３．２．５．３ ＴＲユーザによるトランザクションアボート 

 ＴＲユーザはどの時点でもトランザクションアボートを要求出来る。この目的のために「ＴＲ-Ｕ-アボー

ト」要求プリミティブが使用され、オプションとしてアボート原因、及び／又はオプションとしてのエンド-

エンドの情報を含むことが出来る。この情報はユーザアボート情報パラメータに含まれ、分析なしに相手側

に転送される。転送のため保留されている当該トランザクションのメッセージは全て廃棄される。 

 ＴＲユーザは、その相手側がトランザクションをアボートすることに決定したことを「ＴＲ-Ｕ-アボート」

指示プリミティブによって知らされる。 

【技別 13 では▽△を規定している】 

▽トランザクションの「送信起動」状態では、即ち、開始メッセージが送信されたがそのトランザクショ

ンに対する逆方向のメッセージを受信してない状態では「ＴＲ-Ｕ-アボート」要求プリミティブの結果

は、純粋にローカルな処理となる。このトランザクションに関係した後続の全てのメッセージは、表３

－７／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１に示された動作に従って処理される。△ 

 

表３-２３／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ ＴＲユーザアボートプリミティブ【技別 13 に準拠する】 

 

３．２．６ 異常状態 

３．２．６．１ トランザクションサブレイヤによるアボート 

 アボート機能は異常状態に対応した動作としてトランザクションサブレイヤにより起動されることもある。

そのような決定に対応した可能性のある理由についてはＮＴＴ－Ｑ７７４-１に示される。 

 トランザクションアボートは、転送が保留されている当該のトランザクションの全てのメッセージの放棄
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を引き起こす。 

 トランザクションアボートは表３-２４／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１に示された「ＴＲ-Ｐ-アボート」指示プリ

ミティブを用いて実行される。 

表３-２４／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ ＴＲ-Ｐ-アボートプリミティブ【技別 13 に準拠する】 

図３-１０／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１にトランザクションアボートの状態遷移を示す。これらの状態について

は、３．２．３と３．２．４に定義されている。 

  ▼ 

    注）ＴＲ-ＰはＴＲ-Ｐ-アボート、ＴＲ-Ｕは、ＴＲ-Ｕ-アボートの意味である。 

図３-１０／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ トランザクションアボートの状態遷移▲ 

【技別 13 では▼▲の規定が異なる】 

３．２．７ 異常通知とメッセージ応答【規定しない】 

３．３ コネクションレスネットワークレイヤにより提供されるサービス 【技別 13 に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ トランザクション機能情報要素定義 

 

１．概要  【技別 13 に準拠する】 

２．トランザクション部（Transaction portion)  【技別 13 に準拠する】 

２．１ メッセージ種別（Message type）【技別 13 に準拠する】 

２．２ トランザクションＩＤ（Transaction ID）【技別 13 に準拠する】 

 

２．３ Ｐ-アボート理由（P-Abort Cause）【技別 13 に準拠する】 

※但し、表２－１／ＮＴＴ-Ｑ７７２-１ Ｐ-アボート理由値に対応するＰ-アボートシナリオのマ   

 ッピング例については、規定していない。 

 

２．４ ダイアログ部（Dialogue Portion）【技別 13 に準拠する】 

２．５ コンポーネント部（Component Portion）【技別 13 に準拠する】 

 

▼２．６ ユーザアボート情報（User Abort Information） 

これは、ＴＲユーザが、トランザクションをアボートする時、ユーザ特有の情報を転送するのに用いる。▲ 

【技別 13 では▼▲を規定していない】 

 

３．コンポーネント部（Component portion) 【技別 13 に準拠する】 

 

３．１ コンポーネント種別（Component Type)  【技別 13 に準拠する】 

※但し、コンポーネント種別－結果応答（途中）（Return Result (Not Last)）は規定する。 

 

３．１．１ 起動（Invoke)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．２ 結果応答（途中）（Return Result (Not Last)) 

▼ＴＣがコネクションレスネットワークサービスを使用する時、２つのＴＣユーザがユーザデータの分割

／再組立を提供しないネットワークサービスを使う場合、オペレーションの結果を分割することがＴＣユ

ーザにとって必要となる可能性がある。この場合、結果応答（最終）コンポーネントで転送される最後の

部分を除き、結果の各部分を転送するために、結果応答（途中）コンポーネントが使用される。▲ 

【技別 13 では▼▲を規定していない】 

 

３．１．３ 結果応答（最終）（Return Result (Last)) 

【技別 13 では▽△を規定している】  

 結果応答（最終）コンポーネントは、オペレーションの正常完了を報告する。結果応答（最終）コンポー

ネントは、結果の最終部分を含むことが可能である。▽あるいは、分割されていない結果の場合、それは全

体の結果を含む。△ 

 

３．１．４  エラー応答（Return Error)  【技別 13 に準拠する】 

３．１．５  拒否（Reject)  【技別 13 に準拠する】 
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３．２  起動ＩＤ（Invoke ID)  【技別 13 に準拠する】 

３．３  関連ＩＤ（Linked ID)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．４ オペレーションコード（Operation Code) 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 オペレーションコード要素は、起動する正確なオペレーションを示し、起動コンポーネント種別に存在す

る。▽それは、結果がパラメータを含んでいれば、結果応答（最終／途中）にも存在する。△ 

オペレーションコードは、限られた領域の中で、オペレーションをさらに識別するローカル値（すなわち整

数）が付与されるのを可能とする。或いは、それは、全てのアプリケーションに対して、一義的に識別でき

るオペレーションを用意するグローバル値（すなわちオブジェクト識別子）、ということになる。 

 オペレーションやそれらのパラメータの組み合わせの定義である。実際のオペレーションコードは、関連

するアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）仕様で定義される。コンポーネントサブレイヤは、オペレー

ションコード値やパラメータの有無、そしてパラメータ値を、設定或いは検査しない。 

 

３．５ パラメータ（Parameter)  【技別 13 に準拠する】 

３．６  エラーコード（Error Code)  【技別 13 に準拠する】 

３．７ 問題コード（Problem Code)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．１  一般問題（General Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．１．１ 認識不能コンポーネント（Unrecognized Component) 【技別 13 に準拠する】 

３．７．１．２ 不正コンポーネント（Mistyped Component)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．７．１．３ 構成誤りコンポーネント（Badly Structured Component) 【技別 13 に準拠する】 

 ※但し、表３－１／ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ 一般問題拒否種別に対応する一般問題拒否シナリオのマッピ

ング例については、規定しない。 

 

３．７．２  起動問題（Invoke Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．３  結果応答問題（Return Result Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．４  エラー応答問題（Return Error Problem)  【技別 13 に準拠する】 

４．ダイアログ部（Dialogue portion)  【技別 13 に準拠する】 
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ＮＴＴ－Ｑ７７３－１ トランザクション機能のフォーマットと符号化 

 

１．序論  【技別 13 に準拠する】 

２．記述上の取り決め  【技別 13 に準拠する】 

３．抽象構文記述  【技別 13 に準拠する】 

 

４．メッセージ表現 

【技別 13 では▽△を規定している】 

▽１つのＴＣメッセージは１つの構造型情報要素として構成される。それはトランザクションサブレイヤ

で使用される情報要素を含むトランザクション部と、コンポーネントに関連したコンポーネントサブレ

イヤで使用される情報要素を含むコンポーネント部、さらにオプションとしてコンポーネントではない

アプリケーションコンテキストとユーザ情報要素を含むダイアログ部から構成される。トランザクショ

ン部の要素の１つはコンポーネント部と呼ばれ、コンポーネントサブレイヤの情報要素を持つ。それぞ

れのコンポーネントは構造型である。△ 

 

４．１ 符号化則 

４．１．１ 符号化則の仕様  【技別 13 に準拠する】 

４．１．２ 符号化則の概要  【技別 13 に準拠する】 

４．１．２．１ 一般メッセージ構造  【技別 13 に準拠する】 

４．１．２．２ タグ  【技別 13 に準拠する】 

４．１．２．３ 内容長  【技別 13 に準拠する】 

４．１．２．４ 内容  【技別 13 に準拠する】 

４．１．３ 伝送順序  【技別 13 に準拠する】 

４．２ メッセージ符号化 

４．２．１ トランザクション部  

 

４．２．１．１ トランザクション部の構造 

 表４-３／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ トランザクションフィールド部-片方向メッセージ種別 

 【技別 13 に準拠する】 

 表４-４／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ トランザクションフィールド部-開始メッセージ種別 

 【技別 13 に準拠する】 

 表４-５／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ トランザクションフィールド部-終了メッセージ種別 

 【技別 13 に準拠する】 

 表４-６／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ トランザクションフィールド部-継続メッセージ種別 

 【技別 13 に準拠する】 

▼表４-７／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ トランザクションフィールド部-アボートメッセージ種別 

要素形式 トランザクションフィールド部 必須表示 

構造型 メッセージ種別タグ 

総メッセージ長（注１） 

必須 
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基本型 

着トランザクションＩＤタグ 

着トランザクションＩＤ長 

着トランザクションＩＤ 

 

必須 

 

基本型 

Ｐ-アボート理由タグ 

Ｐ-アボート理由長 

Ｐ-アボート理由 

 

オプション 

（注２） 

 

基本型 

ユーザアボート情報タグ 

ユーザアボート情報長 

ユーザアボート情報 

 

オプション 

（注３） 

注１：図４-８／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１の（注 1）参照 

注２：Ｐ-アボート理由は、アボートがトランザクションサブレイヤによって発生する場合に存在 

   する。 

注３：ユーザアボート情報は、オプションであり、アボートがＴＣユーザにより生成された場合の 

   み現れるかもしれない。▲ 

 【技別 13 では▼▲の規定が異なる】 

 

４．２．１．２ メッセージ種別タグ【技別 13 に準拠する】 

４．２．１．３ トランザクションＩＤタグ【技別 13 に準拠する】 

４．２．１．４ Ｐ-アボート理由タグ【技別 13 に準拠する】 

４．２．１．５ ダイアログ部タグ【技別 13 に準拠する】 

４．２．１．６ コンポーネント部タグ【技別 13 に準拠する】 

４．２．２ コンポーネント部  【技別 13 に準拠する】 

 

４．２．２．１ コンポーネント種別タグ   

 表４-１５／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ 起動コンポーネント 

 【技別 13 に準拠する】 

 表４-１６／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ 結果応答（最終）および結果応答（途中）コンポーネント 

 【技別 13 に準拠する】 

 表４-１７／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ エラー応答コンポーネント 

 【技別 13 に準拠する】 

▼表４-１８／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１ 拒否コンポーネント 

要素形式 拒否コンポーネント 必須表示 

構造型 コンポーネント種別タグ 

コンポーネント長 

必須 

 

基本型 

起動ＩＤタグ（注１） 

起動ＩＤ長 

起動ＩＤ 

 

必須 
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基本型 

問題コードタグ 

問題コード長 

問題コード 

 

必須 

    注１：もし、起動ＩＤが使用できない場合、長さ＝０のユニバーサルヌル（ＮＵＬＬ）（表４- ２ 

       １／ＮＴＴ-Ｑ７７３-１）が使用される。▲ 

    【技別 13 では▼▲の規定が異なる】 

 

４．２．２．２ コンポーネントＩＤタグ  【技別 13 に準拠する】 

４．２．２．３ オペレーションコードタグ  【技別 13 に準拠する】 

４．２．２．４ パラメータタグ  【技別 13 に準拠する】 

４．２．２．５ エラーコードタグ  【技別 13 に準拠する】 

４．２．２．６ 問題コード  【技別 13 に準拠する】 

４．２．３ ダイアログ部  【技別 13 に準拠する】 

 

【技別 13 では▽△を規定している】 

▽付属資料Ａ（ＪＴ-Ｑ７７３に対する）△ 
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ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ トランザクション機能手順 

 

１．序論  【技別 13 に準拠する】 

２．アドレッシング  【技別 13 に準拠する】 

３．コネクションレスネットワークサービスに於けるトランザクション機能 

３．１ ＴＣにおけるサブレイヤリング  【技別 13 に準拠する】 

３．２ コンポーネントサブレイヤ手順  【技別 13 に準拠する】 

３.２．１ 正常手順 

３．２．１．１ コンポーネント処理手順 

 

３．２．１．１．１ ＴＣコンポーネント処理サービスプリミティブのコンポーネント種別へのマッピング  

【技別 13 に準拠する】 

※但し、「ＴＣ-結果-ＮＬ」プリミティブも規定する。 

 

３．２．１．１．２ 起動ＩＤの管理   

 起動ＩＤは、オペレーション起動時に起動側によって割り当てられる。ＴＣユーザは、ひとつのオペレーシ

ョンが完了する前に別のオペレーションを発行してもよい。ＴＣユーザはどのような場合にも、相手側で複数

のオペレーションを動作中にすることができる。（ただし、リソース不足を理由に後続の起動コンポーネント

を拒否することもある。） 

 各起動ＩＤ値は、オペレーション起動とそれに対応した起動状態遷移に関連づけられる。この起動ＩＤ状態

遷移の制御は、オペレーションの起動側でのみ行われる。他方は、この起動ＩＤをオペレーション起動に対す

る応答において使用する。しかし、この起動ＩＤの状態遷移の制御は行わない。 

 両方の側が全２重方式でオペレーションを起動することがある。その場合、それぞれが起動したオペレーシ

ョンのための状態遷移を制御し、他方の側とは独立して自由に起動ＩＤを割り当てることができる。 

 起動ＩＤ値は、対応する状態遷移が空状態に戻ったときに再割当てをしてもよい。ただし、すぐに再割当て

を行うと、異常な状態が発生した場合に問題が発生することがある。したがって、（状態遷移が空き状態に戻

ったときの）解放されたＩＤ値は、すぐに再割当てをすべきではない。その方法は実現方法に依存するため、

本標準では記述しない。 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 ▽２つの同位アプリケーションは、各オペレーションに関連づけられたクラスとタイマをあらかじめ認識し

なければならない。△ 

 コンポーネントの状態と状態遷移については節３．２．１．１．３で説明する。 

 

３.２.１.１.３ オペレーションクラス【技別 13 に準拠する】 

※但し、図３-４／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１ オペレーションクラス４の注３については、規定していな 

 い。 

  

３．２．１．１．４ コンポーネントフローの例【技別 13 に準拠する】 

※但し、サービスプリミティブ：ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ（コンポーネント種別：結果応答（途中））

は規定する。 
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３．２．１．２ ＴＣプリミティブによるダイアログ制御  

「ＴＣ－片方向」、「ＴＣ－開始」、「ＴＣ－継続」および「ＴＣ－終了」要求プリミティブは、ＴＣユーザ

より、コンポーネントの転送を制御するのに用いられる。 

 アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－開始」要求プリミティブに含まれる場合はＴＣダイ

アログ制御要求プリミティブはダイアログ制御ＡＰＤＵを形成できる。 

 ダイアログ処理プリミティブからダイアログ制御ＡＰＤＵへのマッピングを表３－３／ＮＴＴ－Ｑ７７４-

１に示す。 

 

表３－３／ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブからダイアログ制御ＡＰ

ＤＵへのマッピング【技別 13 に準拠する】 

  

 ダイアログ制御ＡＰＤＵはＴＣメッセージのダイアログ部内で運ばれる。ダイアログ部があるならばコンポ

ーネント部とつなげられ、対応するＴＲサービスプリミティブのユーザデータとしてトランザクションサブレ

イヤに渡される。 

 メッセージ内のコンポーネントは、発コンポーネントサブレイヤがローカルＴＣユーザから受信するのと同

じ順序で、リモートＴＣユーザに送られる。コンポーネントサブレイヤは、対応する指示プリミティブを用い

て、受信側のＴＣユーザにダイアログ状態を通知する。 

 ＴＣユーザは、前に渡された全コンポーネントを同一のダイアログＩＤを用いて伝達させるために、ダイア

ログ制御要求プリミティブ（「ＴＣ－片方向｣､「ＴＣ－開始｣､「ＴＣ－継続」、または「ＴＣ－終了」）を用

いる。ただし「ＴＣ－アボート」プリミティブは別であり、これは保留中のコンポーネントを廃棄させる。コ

ンポーネントサブレイヤダイアログ制御プリミティブは、次に、トランザクション制御サービスを提供するサ

ブレイヤであるトランザクションサブレイヤに対して、対応するサービス要求を起こす。ＴＣからＴＲトラン

ザクション制御プリミティブへのマッピングは表３－４／ＮＴＴ－Ｑ７７４-１で与えられる。 

 

表３－４／ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ ＴＣダイアログ処理サービスプリミティブから 

        ＴＲプリミティブへのマッピング【技別 13に準拠する】 

 

 (1) ダイアログの開始 

 「ＴＣ－開始」要求プリミティブは、「ＴＲ－開始」要求プリミティブにマッピングされる。これは、

トランザクションを開始し、インタフェースを通過する同一ダイアログＩＤを持つ（０、もしくはそれ以

上の）コンポーネントを転送する。アプリケーションコンテキスト名パラメータが「ＴＣ－開始」要求プ

リミティブに含まれている場合、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵもまたコンポーネント部とつなげ

て送られる。 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 ▽「ＴＣ－開始」要求プリミティブ内の着アドレスと発アドレスは、トランザクションサブレイヤによ

り、開始メッセージを送る前に蓄積される。△ 

 着側エンドでは、「ＴＲ－開始」指示プリミティブは、コンポーネントサブレイヤで受信される。これ

は、「ＴＣ－開始」指示プリミティブを、ダイアログを開始するダイアログ情報とともにＴＣユーザに送

る。受信したコンポーネントがあれば、各々に対応したコンポーネント処理プリミティブを、「ＴＣ－開
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始」指示プリミティブに続いて送る。 

 ▽受信トランザクションサブレイヤは、受信した発アドレスをこのトランザクションの着アドレスとし

て、また自身のアドレス（メモリから、もしくは受信した「Ｎ－ユニットデータ」指示プリミティブの着

アドレスから）を発アドレスとして蓄積する。ＴＣユーザは受信した着アドレスと発アドレスを含む「Ｔ

Ｃ－開始」指示プリミティブを受信する。△ 

 

 (2) ダイアログの確認【技別 13 に準拠する】 

 (3) ダイアログの継続【技別 13 に準拠する】 

 (4) ダイアログの終了 

 ＴＣユーザが、アプリケーションコンテキスト名を含む「ＴＣ－開始」指示プリミティブに対する即時

の応答として、ダイアログの基本終了のために「ＴＣ－終了」要求プリミティブを発した場合、「結果値」

フィールドを「受諾」に設定し、また「結果元診断」フィールドを「ダイアログサービスユーザ（空）」

もしくは「ダイアログサービスユーザ（理由指定なし）」に設定した、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰ

ＤＵを形成する。「結果元診断」フィールドに対する値の選択は、インプリメントに依存する。どのコン

ポーネントとともつなげられたダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは、伝達のため「ＴＲ－終了」要求

プリミティブ内で送られる。 

 「ＴＣ－終了」指示プリミティブにより、ダイアログ状態遷移は空となる。 

 ダイアログの基本終了の場合、このダイアログにおいてインタフェースを通過した全コンポーネントお

よびコンポーネントサブレイヤで生成されていた拒否コンポーネントは、「ＴＲ－終了」要求プリミティ

ブに含めてトランザクションサブレイヤに渡され転送される。これによりダイアログは終了する。 

 受信側エンドでは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに含まれた各コンポーネントが「ＴＣ－終了」指

示プリミティブに続く適切なコンポーネント処理プリミティブによりＴＣユーザに引き渡されるとダイ

アログは終了する。 

 コンポーネントサブレイヤは、ＴＣユーザがダイアログの終了を要求した場合には、このダイアログに

関連した全コンポーネント状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。同様に、コンポーネント

サブレイヤは、「ＴＲ－終了」指示プリミティブに伴われたコンポーネントを引き渡すと、このダイアロ

グに関連した全状態遷移が空に遷移したかどうかはチェックしない。終了状態において、「ＴＲ－終了」

要求プリミティブが送信側のトランザクションサブレイヤに渡される時、または、全受信コンポーネント

が受信側でＴＣユーザに引き渡された時、空以外のコンポーネント状態は空に遷移する。転送を保留中の

全コンポーネントは廃棄される。 

 ＴＣユーザが、受諾できないアプリケーションコンテキスト名パラメータを含む「ＴＣ－開始」指示プ

リミティブを受信し、ダイアログを終了したい場合、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを発する。

「ＴＣ－Ｕアボート」要求プリミティブにおいて、「アボート理由」パラメータが「未サポートアプリケ

ーションコンテキスト名」に設定されていると、ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵが形成される。ダ

イアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵのフィールド値は、「結果値」フィールドが「拒否（永続的）」、「結

果元診断」が「ダイアログサービスユーザ（未サポートアプリケーションコンテキスト名）」に設定され

る。このＡＰＤＵは「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブのユーザデータフィールド内にあるどのコ

ンポーネントも一緒につなげて送られる。 

 

【技別 13 では▽△を規定している】 



ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ 技別 13.1－18 

 ▽「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが無いかあるかは「未

サポートアプリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」以外の値の時は、ダイアログ

の異常終了を表し、節 3.2.2 に記述される。△ 

「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータがなしか「未サポート

アプリケーションコンテキスト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△より他の値であるときは、ダイア

ログの異常終了を表し、節 3.2.2 項に記述される。 

    ▽ＴＣユーザがいくつかのユーザ情報を含んだ「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受け、それが

受信不可と判断された時は、ＴＣユーザは「ダイアログ拒否」と設定した「アボート理由」パラメータ

を付加した「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブを送出する。これはダイアログ応答（ＡＡＲＥ）

ＡＰＤＵを形成する。ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵ のフィールド値は、「アプリケーションコ

ンテキスト名」フィールドが「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの「アプリケーションコンテキ

スト名」パラメータで受けたものと同じものを設定し、「結果値」フィールドが「拒否（永続的）」、

「結果元診断」が「ダイアログサービスユーザ（空）」もしくは「ダイアログサービスユーザ（理由指

定なし）」に設定する。△ 

ダイアログのプリアレンジド終了およびＴＣユーザアボートは、保留中コンポーネントの転送を起動し

ない。このダイアログに関連した全状態遷移は空に遷移され、コンポーネントは廃棄される。 

 

３．２．２ 異常手順 

 

３．２．２．１ ダイアログ制御 

 【技別 13 では▽△を規定している】 

 ▽不正又は誤って受信されたコンポーネントの理由で△コンポーネントサブレイヤで検出された異常状態

は、コンポーネントの拒否およびローカルＴＣユーザへの通知をもたらす。ダイアログのアボートは、常に以

下による決定の結果である。 

 －不正なダイアログ部を受信した場合、すなわち構文上の不正、または下位にあるトランザクションの状態

と不一致である場合のコンポーネントサブレイヤ。後者の場合は、ダイアログ部の存在が必須（例えば、

ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵが開始メッセージで送られたが、最初の逆方向継続メッセージ内で

ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵは受信されなかった場合）の時にダイアログ部がない場合や、不適

切な時期にダイアログ部を受信した場合（例えばトランザクションの動作中状態の間でダイアログＡＰＤ

Ｕが受信された場合）に対応する。異常を検出した側では、「Ｐ－アボート」パラメータを「異常ダイア

ログ」に設定した「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブがローカルＴＣユーザに対して発せられる。

同時にユーザデータとしてダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵを持つ「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求

プリミティブがトランザクションサブレイヤに対して発せられる。ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰ

ＤＵのアボート元フィールドは「ダイアログサービスプロバイダ」に設定され、ユーザ情報フィールドは

ない。受信側では、「ＴＲ－Ｕ－アボート」指示プリミティブ内のユーザデータとして、アボート元フィ

ールドを「ダイアログサービスプロバイダ」に設定したダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵを受け

た時に、コンポーネントサブレイヤによって「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブが発せられる。 

  不正なダイアログ部をともなうメッセージ内で、コンポーネントを受信した場合､これらは廃棄される。 

 －トランザクションサブレイヤが、トランザクションをアボートする。コンポーネントサブレイヤは、ダイ

アログのオペレーション状態遷移を空にし、保留中のコンポーネントを廃棄する。そして、ＴＣユーザに
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「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示プリミティブを通知する。 

 －ＴＣユーザがダイアログをアボートする。送信側では、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求がＴＣユーザから受

信される。この場合、このダイアログに関係する動作中コンポーネントの状態遷移を空にし、「ＴＲ－Ｕ

－アボート」要求がトランザクションサブレイヤに引き渡される。受信側では、これに対応する「ＴＲ－

Ｕ－アボート」指示プリミティブがトランザクションサブレイヤより受信される。このダイアログに関係

する動作中コンポーネント状態遷移を空にし、「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリミティブがＴＣユーザに

引き渡される。 

 

 「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブがダイアログの動作中状態の間に発せられ、「アボート理由」パ

ラメータがないか「ユーザ定義」に設定されている場合、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵが形成さ

れる。ただし、ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）／ダイアログ応答（ＡＡＲＥ）ＡＰＤＵがダイアログ確立中状態

の間に用いられた場合に限る。プリミティブ内で提供されるユーザデータはそのとき、ダイアログアボート（Ａ

ＢＲＴ）ＡＰＤＵのユーザ情報フィールド内で転送される。 

 

 【技別 13では▽△を規定している】 

 ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵを含んでいる開始メッセージを受信した状態、すなわちダイアログが

受信起動状態の場合、ＴＣユーザは何らかのユーザ定義理由によってアボートすることができる。そのような

状態では、ＴＣ－ユーザは「アボート理由」パラメータを設定なしか「未サポートアプリケーションコンテキ

スト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△以外の何らかの値を設定して、「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミ

ティブを送出する。そのような場合では、ダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵは「ダイアログサービス

ユーザ」としてコード化され、（もしあるなら）「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの「ユーザデータ」

パラメータとして与えられた「アボート理由」といっしょに生成される。「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミ

ティブ中に現れた「ユーザ情報」はＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報フィールド中にコード化される。 

   

 ダイアログ要求（ＡＡＲＱ）ＡＰＤＵ の応答を保留した「送信起動」状態中で「ＴＲ－Ｕ－アボート」指

示を受信した場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」プリミティブの「ユーザデータ」フィールドは「ダイアログサー

ビスユーザ」としてコード化された「アボート理由」といっしょにダイアログアボート（ＡＢＲＴ）ＡＰＤＵ

を含む。コンポーネントサブレイヤは全てのダイアログとコンポーネントが処理中のリソースを解放し、「ア

ボート理由」を「ユーザ特有」、（もしあるなら） ＡＢＲＴ ＡＰＤＵのユーザ情報フィールドから取り出し

た「ユーザ情報」を設定して「ＴＣ－Ｕ－アボート」指示プリミティブを送出する。上記の記述のようにコー

ド化されたＡＢＲＴ ＡＰＤＵが存在しない場合は、コンポーネントサブレイヤは「Ｐ－アボート理由」を「異

常ダイアログ」と設定し、ＴＣ－ユーザに対して「ＴＣ－Ｐ－アボート」指示を送出し、全てのダイアログと

コンポーネントが処理中のリソースを解放する。 

 ダイアログが「送信起動」状態、すなわち開始メッセージが送られたがこのトランザクションに対する逆方

向メッセージを受信していない場合、「ＴＲ－Ｕ－アボート」要求プリミティブの結果は純粋にローカルであ

る。本ダイアログに関連する引き続くいかなるメッセージも、表３－５／ＮＴＴ－Ｑ７７４-１で示される動

作に従って処理される。 

 上記のケースでは、プリミティブに伴われる情報（Ｐ－アボート理由またはユーザの提供情報）は、コンポ

ーネントサブレイヤをトランスペアレントに通り、ＴＣユーザに渡される。 
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３．２．２．２ オペレーションに関連した異常手順  

 次の異常手順が考慮されている。 

 -クラス１オペレーション起動に対応する応答なし（節３．２．１．１．３参照） 

 -異常コンポーネントの受信：コンポーネント種別および／または起動ＩＤが認識不可の場合（すなわ 

  ち、状態遷移が識別不可） 

 -正常な状態遷移では違反となる正常コンポーネントの受信 

 

  コンポーネント部エラーを報告するためのコンポーネントサブレイヤでの動作を表３-５／ＮＴＴ-Ｑ 

 ７７４-１に示す。この表は以下の方針に基づいて規定されている。 

 -プロトコルエラーがローカルＴＣユーザにより検出された場合には、このＴＣユーザはすでにプロト 

  コルエラーを知っているため、続けて、「ＴＣ-拒否」（表３-５／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１に記述）では 

  通知されない。 

 -他の場合（コンポーネントサブレイヤによる拒否）には、ローカルＴＣユーザは常に通知され、ダイ  

  アログ制御プリミティブを送出できる（下記の拒否メカニズム参照） 

 -コンポーネントが拒否されると、関連する状態遷移は空に遷移する。 

 -拒否メカニズムは、可能な限り常に適用する。たとえ、起動ＩＤが割り当てられず、または、認識で 

  きない場合（すなわち、状態遷移が識別できない）でも、拒否メカニズムは実行されるべきである。 

   拒否がローカルだけですむのは、拒否されるコンポーネントが拒否コンポーネントの場合だけである。 

 

 ＴＣメッセージのコンポーネント部のプロトコルエラーは、拒否コンポーネントを用いて通知される。拒否

コンポーネントは、拒否以外の不正コンポーネントに対して送信される。不正コンポーネントが拒否コンポー

ネント自身の場合、コンポーネントは破棄され、受信した拒否コンポーネント内のシンタックスエラーは、ロ

ーカルＴＣユーザに通知される。 

 起動ＩＤが拒否されるコンポーネントで使用可能な時、このＩＤは拒否コンポーネントに用いられる。 

 コンポーネント種別の略語は表３-１／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１に示されている。 

 メッセージに複数のコンポーネントがある場合で、異常形式のコンポーネントがコンポーネントサブレイヤ

で検出された場合には、メッセージ内の異常コンポーネントに続くコンポーネントは破棄される。 

 分割された結果に対する一部の拒否は、全体の結果の拒否と同じである。対応する状態遷移は空に遷移する。

同じ分割された結果の引き続く部分も、動作中状態にないことにより拒否される。 

 拒否メカニズム：コンポーネントサブレイヤが、拒否（ローカルでない）を起動すべき状態を検出した場合

（表３－５／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１）には、拒否コンポーネントを生成し、蓄積し、「ＴＣ-Ｌ-拒否」指示プリ

ミティブによりローカルＴＣユーザに通知する。この場合、ＴＣユーザは、以下を決定しうる。 

(a)ダイアログを継続する。 

(b)基本シナリオを用いてダイアログを終了する。 

(c)ダイアログをアボートする。 

 (a)または(b)の場合には、ＴＣユーザにより発せられた最初のダイアログ処理プリミティブ（「ＴＣ継続」

要求または「ＴＣ-終了」要求）は、このダイアログに関してコンポーネントサブレイヤにより生成、蓄積さ

れた拒否コンポーネントの送出を起動する。相手側のコンポーネントサブレイヤは、このダイアログについ

て生成された拒否コンポーネントを受信すると、可能であれば（表３-５／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１参照）対応

するコンポーネント状態遷移を空にし、「ＴＣ-Ｒ-拒否」指示プリミティブによりＴＣユーザに（リモート）
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拒否を通知する。 

 ＴＣユーザからの幾つかのコンポーネントとコンポーネントサブレイヤの生成した拒否が結合した結果、メ

ッセージ長制限を越える場合、拒否コンポーネントを認識するＴＣユーザは、２つのダイアログ処理プリミテ

ィブを起動しなければならない。また、長さの問題を認識するコンポーネントサブレイヤは、最初のプリミテ

ィブで拒否を除いた全てのコンポーネントを送信する。拒否はＴＣユーザから提供された後のコンポーネント

とともに次のダイアログ処理プリミティブで送信される。 

 

▼表３-５／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１ コンポーネント部におけるプロトコルエラー時の動作 

 

ローカル リモート 

受信コンポーネン

ト種別 

エラー種別 ローカル 

動作 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

状態遷移 

ﾛｰｶﾙﾕｰｻﾞ 

通知 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 

状態遷移 

ﾘﾓｰﾄﾕｰｻﾞ 

通知 

シンタックスエラー

または不正関連ＩＤ

（正常起動ＩＤ） 

 

拒否開始 

 

非適用 

通知あり

（注１） 

 

空に遷移 

 

 

通知あり 

 

 

起動 

シンタックスエラー

（不正起動ＩＤ） 

拒否開始 非適用 通知あり

（注１） 

動作なし 

 

通知あり 

シンタックスエラー

（正常起動ＩＤ） 

拒否開始 空に遷移 

 

通知あり

（注１） 

非適用 通知あり  

結果応答 

（途中／最終） 

またはエラー応答 

 

シンタックスエラー

（不正起動ＩＤ） 

 

拒否開始 

 

動作なし 

通知あり

（注１） 

 

非適用 

 

通知あり 

結果応答 

（途中／最終） 

オペレーション 

クラス２／４ 

拒否開始 空に遷移 

 

通知あり

（注１） 

非適用 通知あり 

エラー応答 

 

オペレーション 

クラス３／４ 

拒否開始 空に遷移 

 

通知あり

（注１） 

非適用 通知あり 

拒否 シンタックスエラー ローカル 

拒否開始 

動作なし 

 

通知あり 非適用 通知なし 

不定 シンタックスエラー 拒否開始 動作なし

／非適用 

通知あり

（注１） 

非適用/動

作なし 

通知あり 

  注１：これは、ＴＣユーザに通知することである。コンポーネントサブレイヤで構成された拒否コン 

     ポーネントを送出するため、ダイアログ制御プリミティブを送出できる。▲ 

 【技別 13 では▼▲の規定が異なる】 

 

３．２．３ 整合性問題   【技別 13 に準拠する】 

３．３ トランザクションサブレイヤ手順 

 

３．３．１ 概要 

 構造ダイアログの場合、トランザクションサブレイヤはユーザ（ＴＲユーザ）間にエンドエンドコネクショ



ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ 技別 13.1－22 

ンを提供する。このエンドエンドコネクションをトランザクションと呼ぶ。 

 トランザクションサブレイヤﾉ手順では、全てのコンポーネント、および（存在するなら）ダイアログ部を

含むＴＣメッセージを特定のトランザクションに対応づける。 

 トランザクションサブレイヤは、ＴＣメッセージのトランザクション部（メッセージ種別とトランザクショ

ンＩＤ）を処理する。トランザクションＩＤは、トランザクションを識別する。両端では、ローカルトランザ

クションＩＤを割り当て、これらローカルトランザクションＩＤは、ＮＴＴ-Ｑ７７３-１に示されているメッ

セージのトランザクション部によって交換される。 

 ＴＣメッセージのコンポーネント部はトランザクションサブレイヤプリミティブのユーザデータとして、コ

ンポーネントサブレイヤとトランザクションサブレイヤ間で転送される。 

【技別 13 では▽△の規定をしている】 

 ▽非構造ダイアログの場合、トランザクションＩＤは割り当てられない。「片方向」メッセージのコンポー

ネント部は、「ＴＲ-片方向」要求プリミティブのユーザデータとして受信される。「片方向」メッセージの

トランザクション部はフォーマットされ、メッセージは受信される。△ 

 

３．３．２ ＴＲサービスプリミティブからメッセージ種別へのマッピング【技別 13 に準拠する】  

 ※但し、表３－６／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１ ＴＲサービスプリミティブからメッセージへのマッピングの注１、

注２については、規定していない。 

 

３．３．３ 正常手順 

３．３．３．１ トランザクション確立なしでのメッセージ転送【技別 13 に準拠する】 

３．３．３．２ トランザクションによるメッセージ転送 

３．３．３．２．１ トランザクション開始【技別 13 に準拠する】 

３．３．３．２．１．１ 起動側の動作【技別 13 に準拠する】 

３．３．３．２．１．２ 受信側の動作【技別 13 に準拠する】 

 

３．３．３．２．２ トランザクション継続 

 【技別 13 では▽△を規定している】 

 送信ノードにおいて、ＴＲユーザからトランザクションサブレイヤへ「ＴＲ-継続」要求プリミティブが渡

されたとき、そのノードから他のノードへ継続メッセージが送信される。 

 継続メッセージは、相手側ノードからの最初のメッセージ内で受信された発トランザクションＩＤと同じ着

トランザクションＩＤ▽（すなわち同じオクテット長で同じ値）△を含む。各ノードは、トランザクション起

動時にそのノード自身の発トランザクションＩＤを割り当てる。トランザクションＩＤは、トランザクション

が継続する間、一定のままである。 

 継続メッセージは、発トランザクションＩＤと着トランザクションＩＤの両方を含む。連続する継続メッセ

ージの発トランザクションＩＤを調べることはない。 

 継続メッセージの受信によって、着ＴＲユーザに「ＴＲ-継続」指示プリミティブが渡される。 

 ノード「Ｂ」のユーザがトランザクションを確立するために「ＴＲ-継続」要求プリミティブで応答すると、

両側のＴＲユーザとトランザクションサブレイヤ間での以降の全ての相互動作は、トランザクションが終了す

るまで、「ＴＲ-継続」プリミティブによる。メッセージの観点からは、継続メッセージがノード「Ｂ」から

送信されると、後続するメッセージはトランザクションが終了するまで継続メッセージとなる。 
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３．３．３．２．３ トランザクション終了 

 【技別 13 では▽△を規定している】 

 基本法：いずれの側のＴＲユーザも、（基本終了を示す）「ＴＲ-終了」要求プリミティブをトランザクシ

ョンサブレイヤに渡すことによってトランザクションを終了できる。 

 終了メッセージは相手側に送信され、相手側は、次に「ＴＲ-終了」指示プリミティブをＴＲユーザに渡す。

▽終了メッセージ相手側ノードからの最初のメッセージで受信された発トランザクションＩＤと同一の着ト

ランザクションＩＤ（すなわち同じオクテット長で同じ値）を含んでいる。△ 

 プリアレンジド法：この方法は、相手側が、アプリケーションシナリオ中のある箇所でトランザクションが

解放されることを、あらかじめ知っていることを前提とする。この場合、ＴＲユーザは、（プリアレンジド終

了を示す）「ＴＲ-終了」要求プリミティブをトランザクションサブレイヤへ渡すが、終了メッセージは送信

されない。 

 

３．３．３．２．４ ＴＲユーザによるアボート 

 【技別 13 では▽△を規定している】 

 ＴＲユーザがトランザクションをアボートしたいとき、トランザクションサブレイヤへ「ＴＲ-Ｕ-アボー

ト」要求プリミティブを渡す。トランザクションサブレイヤは、ユーザが与えた（理由と▽診断△の）情報を

持つアボートメッセージを送信する。 

 受信側で、ユーザが与えた情報を含むアボートメッセージを受信するトランザクションサブレイヤは、この

情報を解析することなく、「ＴＲ-Ｕ-アボート」指示プリミティブでＴＲユーザに渡す。 

 

３．３．３．２．５ メッセージ交換の例【技別 13 に準拠する】 

３．３．３．２．６ トランザクション状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

 

３．３．４ トランザクション制御に関連する異常手順 

 以下の異常状況（４つのケース）がトランザクションサブレイヤによってカバーされる。 

 (1)（起動あるいは確立された）トランザクションに対し、リアクションなし。 

 (2)下位レイヤからの異常状況の指示の受信。 

 【技別 13 では▽△を規定している】 

(3)割り当てられていない、または抽出できない着トランザクションＩＤを持つメッセージの受信。そ  

  のため、メッセージはトランザクションに対応できない。（「抽出できない」は、情報が見つけら  

  ない、あるいは認識できないことを意味する。▽「割り当てられていない」は、ＩＤは抽出できる  

  がトランザクションに割り当てられていないことを意味する。）△ 

 (4)認識できる着トランザクションＩＤを持つメッセージの受信。メッセージはトランザクションに対 

  応可能であるが、メッセージ種別はトランザクションの状態と一致しない。 

 ケース１は、例えばメッセージ紛失により、あるノードが空状態で他のノードが空以外の状態にある状況を

考慮している。 

 これは、以下に記述されるように、インプリメントに依存したローカルなトランザクションのアボートに帰

着するメカニズムによってカバーされる。 

 トランザクション部のエラーが検出されたとき（上記３、４のケース）、トランザクションサブレイヤは以
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下の動作を取る。 

 発トランザクションＩＤの状態をチェックするため、以下の動作が取られる。 

(1)発トランザクションＩＤが抽出できないなら、（メッセージを受信した）ローカル側は、メッセー  

  ジを廃棄し、他の動作は実行しない。例えば、アボートメッセージを送信したり、トランザクショ  

   ンを終了したりはしない。 

(2)発トランザクションＩＤが抽出できるなら、以下の動作が取られる。 

(a) トランザクションサブレイヤは、適切なＰ-アボート理由情報要素を持つアボートメッセージを生成し、

発側へ送信しなければならない。発側は発トランザクションＩＤが割り当てられているなら、 

  トランザクションを終了するための適切な動作を実行する。 

(b) 着トランザクションＩＤが抽出できない、または抽出できるが割り当てられていないなら、トラ 

  ンザクションサブレイヤは、その側でトランザクションを終了するための動作を実行しない。 

(c)着トランザクションＩＤが抽出され、割り当てられているなら、 

(ⅰ) トランザクションサブレイヤは、その側でトランザクションを終了する。 

(ⅱ) トランザクションサブレイヤは、コンポーネントサブレイヤにトランザクションサブレイヤア 

  ボートによってトランザクションのアボートを通知する。 

(ⅲ) コンポーネントサブレイヤは、 

-このトランザクションに対応する全ての起動ＩＤを解放しなければならない。 

-このトランザクションについて保留しているコンポーネントを廃棄しなければならない。 

-このＴＣユーザにトランザクションのアボートを通知しなければならない。 

 最後にトランザクションＩＤの処置とは無関係に、全体の不正なＴＣメッセージは廃棄されなければならな

い。 

 アボートメッセージを受信したとき、着トランザクションサブレイヤは、以下の動作を取る。 

 -アボートメッセージがユーザ情報を含む（あるいは情報を含まない）なら、ＴＲユーザに「ＴＲ-Ｕ- 

  アボート」指示プリミティブによって通知する。 

 -アボートメッセージがＰ-アボート理由情報要素を含むなら、ＴＲユーザに「ＴＲ-Ｐ-アボート」指示 

  プリミティブによって通知する。 

 -両方の場合とも、そのトランザクションに対して保留しているメッセージは廃棄し、トランザクショ 

   ン状態遷移は空に戻す。 

 

表３-７／ＮＴＴ-Ｑ７７４-１ 異常トランザクション部受信時の動作【技別 13 に準拠する】 

 

付属資料Ａ   【技別 13 に準拠する】 

※但し、付属資料中の状態遷移図と、前章までで規定されている内容に不一致がある場合、前章までで

規定されている内容を正しいものとする。 

また、状態遷移図中の「ＴＣ－結果(RESULT)－ＮＬ」及び「結果応答（途中）（ＲＲ－ＮＬ）」に関

する記述は規定する。 


